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1．問題の提起
　最近，オルターナティブ運動ないしオルターナティビズム（Alternativisrn）が
諸般の分野で注目をあびるようになってきた。オルターナティビズムとは，二
者択一主義というよりは，「もう一つの道を模索する考え方」とでもいったほう
がよかろう。ローマ・クラブによる“成長の限界’，が発表されて以降，いくつ
かの研究機関やプロジェクトが同様の調査・研究結果を報告し，最近では1980
年にアメリカ（ヵ一ター）大統領の指令による“西暦2000年の地球”が発表され，
人類の未来に対する警鐘が打ち鳴らされるに伴って，rこれでよいのか』とい
う現状の認識，現状のシステム，現状の政策，そして現状の学問に対する根本
的な問い直しとしての『もう一つのもの』として，オルターナティブが要求さ
れるようになってきたのである。この，もう一つの道を提示しようというオル
ターナティビズムは，最近，アメリカ，カナダ，ヨーPッパなどで台頭し，地
域主義，エコPジー運動，自主管理運動などとも無縁の思想潮流とはいえない
ようである（1）。
　ひとつの例をとりあげてみよう。「もう一つの医療運動（alternative　medical
care）」がこれである。つまり，医療産業主導型の今日の医療から，住民サイド，
患者サイドからの正しい医療制度をつくり直そうという運動である。現状の医
療産業主導型医療は，心ある者からみると目をおおうぼかりの惨酷さである。
一言でいえば，薬づけ，検査づけの儲け主義医療なのである。薬づけとは，薬
価差益によって病院や医者や製薬会社が儲ける仕組みになっている。薬価差益
とは，一口でいえば，「薬価差益＝薬価基準（公定）一実勢薬価」である。医者
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か使う代表的な薬の一つであるセファレキシン・カプセルは，500グラムで薬
価基準は435円であるが，実際に売買される実勢価格はたった55円，実に値引
率は87％に達する〔2）。つまり，病院や医者は健康保険から薬価基準で払っても
らえるが，実際に薬品問屋から仕入れる価格ははるかに安いから，その差，す
なわち薬価差益はそっくり利益になるので，患者への投薬が多ければ多いほど，
医者は儲かり，したがって製薬会社も儲かるのである。ここに，薬づけ医療が
出現する。そして，今日，国民医療費中の薬剤費は実に3兆円に達するといわ
れている。
　次に検査づけである。所沢市の富士見産婦人科病院事件で有名になった超音
波診断装置やCCUといわれる冠状動脈疾患治療装置など検査用，治療用電子
機器は，ME（Medical　Engineering）と呼ぼれ，このME産業は今日では3，000
億円産業に成長し，前記の薬剤費3兆円の10％をも占めるに至った。病院での
設備投資も，一台何億円，何十億円と巨額になるので，使用しないとモトがと
れないということで，やたらに患者が検査づけになるのである。かくして，検
査を受けなけれぽなんでもない人々が，検査の乱用によって病人に仕立て上げ
られるという，いわぽ，病院や医療産業が「病人をふやす」ことになり，厚生
省もこれにくみしているといわざるを得ない現状である。
　このような，患者が犠牲になっている医療産業主導型の間違った医療から，
真に住民サイド，患者サイドの「もう一つの医療制度」を確立することの急務
が叫ぼれているのは当然のことである。それは，一つには運動や食餌による病
気にかからない健康法であり，さらに人間が持っている自然治癒力を促進する
ような医療で，この中には漢方医療の見直しとか，バリ，キュウといった医療
も含まれるのである。
皿．西暦2000年の地球
　さて，前項のようなオルターナティビズム台頭の背景は，なんといっても今
世紀末から21世紀へかけての，人類の生存にかかわるという危機意識のあらわ
れである。1980年7月24日に発表されたアメリカ政府による「西暦2000年の地
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球（The　Gl・bal　2000　Report　to　the　President）」は，その序文にも書かれている
ように，この研究は予測であって予言ではないことを強調している（3）。この予
測は決して明るいものではなく，むしろ暗くて，絶望的なものすら感ぜられる。
そこで，破局を未然に防止するために，一連のオルターナティビズムが必要な
のである。
　この報告は，今世紀までに起こりうる世界の人口，天然資源，環境上の変化
の研究である。本稿は，このような米政府の報告を紹介することが目的ではな
いが，オルターナティピズムとの関連で，若干の問題点をしるしておこう。
　1．人　　口
　1975年に41億人の世界の人口は，2000年には55％も増加して63億5千万人に
なり，そのうち50億人が発展途上国で占める。過密大都市が出現するが，メキ
シコ市は3，000万人，カルカッタは2，　OOO万人，ボンベイ，カイP，ジャカルタ，
ソウルは1，500万～2，000万人の人口に達するであろうと述べられている。
　貧困が人口増加を生み，その増加が貧困と環境破壊に拍車をかけるという悪
循環が途上国ではつづいている。貧しいがゆえに，その日暮らしの生活ではタ
キギひろいにでも使える子供の数は多いほどいい。途上国，なかでも最も貧し
い国の人たちは，燃料をタキギに頼っているが，その一つ，アフリカのサヘル
地方では「タキギ集めが一日がかりの仕事となり，一世帯に必要なタキギを集
めるには，ほぼ一年中，だれかがそれ専門にやらねぽならなくなっている」と
報告書は述べている。人口がふえた結果，手軽にタキギを集められる近くの山
がなくなってしまったためで，人口増加とともにますますタキギの伐採はすす
・み（途上国では森林資源の90％が燃料用に使われている），2000年には途上国の現在
の森林の40％はハゲ山になってしまうだろうと予測している。山が荒廃すれぽ
当然，水の流れの制御もおかしくなり水不足や農地の荒廃がさけられないω。
　2．所　　得
　最富裕国と最貧国との間の所得格差はますます拡大するであろう。1人当た
りGNP推計でみると，1975年に先進国では4，325ドルに対し，発展途上国で
・は382ドル（先進国の8．8％）であったものが，2000年には先進国の8，485ドルに
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対して途上国は587ドル（先進国の6．9％）という予測がなされている。
　3．食　　糧
　世界全体として，気象，天候悪化がないものとして，1970～2000年の間に食
糧は90％ふえる。ただし，この増加は肥料・殺虫剤・除草剤などの使用による
高収穫型とエネルギー集約型農業によってささえられる。このタイプの農業に
よる食糧の増加自体にも問題はあるが，それは今はさておき，日本だけについ
ての予測をみると，さらに問題が大きい。1人当たり穀物の生産・消費・貿易
量の推移を先進国との対比でみると次のとおりである（5｝。
　　　　　　　1人当たり穀物の生産・消費・貿易量の推移　　（単位：キ。グラム）
先　進　国
日　　　　本
生 産
1969－71年1・…年
573．6
121．7
769．8
135．4
? ?
1969～71年　2000年
534．4
267．5
692．4
452．3
?
易
・969－71年1・…年
十45．8
－138．1
十77．4
－316．7
　つまり，先進工業国全体の平均では，1人当たり穀物の自給度はプラスであ
るのに，日本は大きなマイナスで，しかも1969～71年度の一138．1キログラム
が，2000年には一316．7キログラムとマイナスが増大し，穀物の海外依存度は
実に消費量の70％に達するのである。気象・天候による食糧生産の不安定性や．
食糧の世界的な戦略物資化の傾向をふまえて，日本の食糧自給率のきわ立った
低下は，将来において重大な危険性をはらむものである。
　4．　環境の変化
　環境の変化として報告書があげている主なものを，その項目のみ拾ってみて
も，土壌衰弱の急速な進展，世界の砂漠地帯の増大（20％），化学薬品の大量投
与による農業生産への逆作用，大気中の炭酸ガス濃度の増加による地球の温度
上昇，地球の温度上昇に伴う海面の上昇，原子力発電から放出される放射性廃
棄物による汚染，世界の植物・動物の種の消滅など，どれ一つをとってみても，
おそるべき21世紀の危機的状況が予測されるのである。
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皿．もう一つの技術と生産方式
　1．　もう一つの技術一AT
　ローマ・クラブによる「成長の限界」もそうであるし，前項で述べたアメリ
カ政府報告の「西暦2000年の地球」による予測もそうであるが，いずれも暗く
して危機的な展望である。この危機的展望をふまえて，「これでよいのか」とい
う反省と，危機的破滅を未然に防止するための「もう一つの道」であるナルタ
ーナティブズを切り開いていくことが要請されてきたのである。
　そして，現実にオルターナティブとして論議され，提唱されている代表的な
ものが，ATで略称されるオルターナティブ・テクノロジー（alternative　tech－
nology），つまり「もう一つの技術」であり，そしてこのATを基盤とするも
う一つの生産方式である。
　ATに対する概念規定はまだ確定していない。　ATとは「巨大な設備投資を
必要とし，中央集権的で，生態系に対して荒々しい暴力性を持った巨大科学技術
の方向に対置して，地域に根ざした人間的な技術を求める運動（高木仁三郎氏）」
という見解もあるし，また，「今日の少数の手に権力を集中させ，彼らの中央
管理方式に人々を隷属させる技術とはちがい，もっと人間的で分権的な技術を
自分たちのものにし，それによって生きられることを示す運動（中山茂氏）」と
いった捉え方もある⑥。
　このような，もう一つの技術は，低価格技術，適正技術，中間技術，ソフト
技術，人間的技術，地域技術などと，いろいろの表現で称せられるが，これ
らのうち，中間技術という名称でその考え方を構築したのが，“Small　is　Beauti－
ful”の著者，シュマッハー（E．　F．　Schmacher）である。シュマッハーは，技術
がますます非人間的になっていると感じられるならぽ，もっと立派な人間の顔
を持った技術を獲得することが可能かどうかを考えるのがよい，という発想か
らスタートし，現代の巨大技術を批判している。すなわち「技術は，たとえぽ
規模，速度あるいは激しさについても，なんら自己制限の原則を認めない。し
たがって，それは自己均衡，自己調整，自己浄化の節度を持たない。自然の神
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秘的な体系の中では，技術，特に近代世界の超技術は異邦人のように行動する。
そして，いまやおびただしい拒否反応がある」と嘆いている。そして，このよ
うな巨大技術，超技術ともいうべき近代技術によって形成された近代世界は，
三つの危機に同時に巻き込まれているとし，その第1は，人間の本性は非人間
的な技術と組織と政治のパターンに反抗している。第2に，人間の生命を支え
る生活環境は痛みを訴え，うめき声をあげ，半ぽ崩壊の兆候を示している。そ
して第3に，世界の再生不能な資源，特に化石燃料資源の侵蝕について十分知
っている人ならどんな人にでも，深刻な供給の醗路と事実上の枯渇が予見でき
る将来に間違いなくやってくる，ということである。
　この三重の危機は，現代の巨大技術がそのまま続くかぎりは回避することは
できず，これを救う道は中間技術のほかはないと主張している。そして，それ
は異なった技術，人間の顔を持った技術なのであり，人間の手と頭を遊ぽせる
代わりに，かつてない生産的なものとなることを助けるといっている。シュマ
ッハーは，その提唱する中間技術を，超技術ないし巨大技術と対比しながら，
次のように描写している。すなわち「複雑で，高度に資本集約的であり，高度
にエネルギー投入・依存型で，人間労働の節約的な技術を基礎とする大量生産
体制は，すでに豊かであることを前提とする。というのは，ただ一つの工場を
建設するのにも，多額の投資を必要とするからである。大衆による生産体制は，
すべての人間が保持する，かねでは買えない資源，彼らの優れた頭脳と技傭の
ある手を動員し，第一級の道具でこれを支える。大量生産の技術は本来，暴力
的であり，生態系に打撃を与え，再生不能の資源については自己敗北的であり，
人間を無能にする。近代知識と経験をもっともよく利用する大衆による生産の
技術は，分権化をうながし，生態系の法則に適合し，稀少資源の使用には十分
気を使い，人間を機械の奴隷にする代わりに，人間に奉仕するように設計され
る。私は，それを中間技術と名付ける」（7）と言っているが，この概念は，まさ
にAT一もう一つの技術を示しているものといってよい。
　このような「もう一つの技術」であるATは，①資源・エネルギー浪費を
生みださないこど②生態環境を破壊しないこと，③僅かの費用で雇用を確立
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すること，④社会的公正を保障すること，などができるものとされている（8）。
典型的な例として，原子力発電が巨大技術であるのに対して，太陽エネルギー
利用発電は「もう一つの技術」である。
　2．　もう一つの生産方式
　オルターナティブ・テクノロジー（AT）が台頭してくると，生産方式につい
ても従来，至上命令であるかのごとく錯覚されていた巨大生産に対して再検討
が加えられるようになってきたが，このことは当然であろう。
　これからの生活には3種類の，それぞれ生産方式や素材や使い方の違う生活
用具が必要になろう。その一つは自動車やテレビのような「工場生産」のもの，
二番目はご飯茶碗や漆器のお椀のような「産地生産」のもの，そして三番目に
住まいや身障者の生活用具のような，町や村で誹えてつくる「コミュニティ生
産」のものである。自動車やテレビは町の技術では作れない。お椀を工場でつ
くると，それはもはや漆器ではなくて無味乾燥なプラスチック製品になってし
まう。住まいを工場でつくるとプレハブのように画一化してしまう。身障老の
生活用具は工場の技術でも産地の技術でも作れない，つまりあまりにも個別性
か要求される一品・微量生産の商品だからである（9）。
　工業デザイナーの秋岡芳夫氏は，「“工作”とは，工夫しながら行なう作業で
あり，人間は唯一の工作する動物である。チンパンジーは棒（道具）を使って
バナナをたたき落とすことをするが，道具そのものをつくることはできない。
ところが，今や人間はその工作をすることをしなくなった。男は住を創らなく
なり，女は衣食を創らなくなったし，子供は創る遊びをしなくなった㈹。」と嘆
いている。前に紹介したシュマッハーも「近代技術は，もっとも楽しく創造的
で，手と頭を使う仕事を人間から奪い取り，少しも楽しくない断片的な仕事を
たくさん与える〔10。」といっているが，その趣旨は同じである。
　つまり，集中的巨大技術である近代技術を基盤とする工場生産（巨大生産）が，
産地生産もコミュニティ生産も侵略し，あるいは駆逐し，そしてそれが効率と
か生産性とか経済性といった点から至上のものとして是認され，その結果，一
方では人間から創る喜び，工作の喜びを奪いとり，他方では生態系への最も荒
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々しい破壊を引き起こしているのである。ここに，失われた，または失われつ
つある産地生産，コミュニティ生産といった「もう一つの生産」をとり戻し，
確立していくことが要請される。
　この，もう一つの生産を「オルターナティブ・プロダクショソ（alternative
production）と呼ぶならぽ，それはATとならんで今後の主要な課題となる。
ただ，ATの場合と同様に，集中的巨大生産（工場生産）を悪ときめつけて追放
するといった復古主義では全くないということは明確にしておく必要がある。
巨大生産でなけれぽできないものも数多く存在している。けれども，今後起こ
るべき生態系への一層の破壊を考えるとき，集中的巨大生産の領域はできるだ
け限定し，縮小することが望ましいのである。そして，これに代るべき「もう
一つの生産」であるAPの領域をふやしていくことが必要である。
　この問題は，一国の国内生産だけに限らず，先進国による発展途上国への経
済進出についてもいえる。例えぽ，インドネシアでは，西欧流の近代化に疑問
を持つインドネシア人が少くない。これは当然かもしれない。効率を至高とし，
工業化を進める経済発犀とは別の道，つまり農業や手工業を拠点にし，人手を
かけることを苦にしない経済発展の道を模索すべきではないか。これは「北」
の文明に対する「南」の主張でもあるael。
】V．消費者・市民運動からのアプローチ
　もう一つの技術・生産・マーケティング（AT，　AP，　AM）への要請は，消費
者運動や市民運動からもアプローチすることができる。今日の消費者運動や市
民運動は，ある面からすれぽ，それは「企業悪や行政悪への闘い」ということ
もできる。1980年に来日した国際消費者機構（IOCU）．の会長であるアンワー°
ファザール氏（Anwar　Fa・al）はこの立場を代表する典型的な人であろう。ブア
ザール氏は，一例として悲惨なスモン病を引き起こしたキノホルム剤のクリオ
キノールという成分は，日本，アメリカその他の先進国では禁止されているの
に，まだ少くとも51力国で販売されており，そのうち39力国ではなんの処方箋
もなしに売られていることを報告している。これなどは，人道上の問題にかか
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わる企業悪の例であろう。企業が消費者のために適切な措置をとってくれるこ
とは期待できないし，政府も企業側からの強い圧力に後退するのであるa3）。
　ファザール氏は，作家ジェームス・ロバートソンの言葉を引用し，rHEから
SHEへの転換」の必要性を述べている。　HE（彼）の社会からSHE（彼女）の
社会へである。HE　Societicとは，　Hyper　Expansionist，すなわち「過大拡張
主義者」の社会であって，まさに先進工業国が現在この立場をとっている。こ
れに対し，SHE　Societicとは，　Sane（正気）で，　Humanistic（人間的）で，
Ecological（環境生態保護的）な社会であるcということは，　HE社会は狂気で，
非人間的で，生態破壊的な社会であるということにもなる。人類の平和な生存
のためには，男社会より女社会のほうがよいという含意もあるかもしれない。
　そして，このHEからSHEへの転換をふまえて，1980年代において大切
なこととしてファザール氏は次の五つをあげている。（1）自動車文化から離れる
ことが必要だというauto－cultureの否定である。（2）第2は，原子力からの脱却
である。原発の危険性と代替エネルギーとしての高価格性を指摘し，再生可能
のエネルギー，例えぽ太陽エネルギー，生物を使ったパイオガスや，小さな地
域社会で活用する水力発電などの重視。（3）第3は，薬品や化学製品，例えぽ医
薬品，殺虫剤，ビタミン剤などの過度使用の弊害を指摘。④第4は食品の分野
で，栄養価ゼロや逆に有害な食品（これらをガラクタ食品　　junk　foodsという）が
氾濫している。⑤最後に，天然資源をどう扱っていくかという重大問題である。
これは，木材，鉱物，水産資源などの乱開発，乱採掘である。いまや企業は新
たなパーソナリティを持つことが要求されている。そして，それは社会・生態
学的良心をもった人格ということであるω。
　企業悪への闘いは，もっと範囲の広い市民運動として展開されるようになっ
てきた。アメリカでの1980年4月は，市民運動の春闘だともいわれた。市民党
の結成大会（11～13日）‘ビッグ・ビジネス・デー（17日），80年代地球の日（22
日），反原発集会（26日）など多様な行事で埋まり，共通の目標は，いずれも巨
大企業批判であった。このうち，ビッグ・ビジネス・デー（BBD）とは，アメ
リカ人の生活をくまなく一支配している“私的政府”ともいうべき巨大企業を，
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大衆の監視下におき，大衆の声を企業の意思決定の中に繰り込もうとする市民
運動の戦闘開始の日ということである。これまで，消費老，労働者，農民，専
門家など様々なジャンルの人々は，なかなか手を結ぶことができなかったが，
BBDがこれを可能にした。彼らはこの連合を「企業権力を憂慮するアメリカ
人一American　Concerned　about　Corporate　Power（ACCP）」と呼ぶ。　ACCP
は“影の理事会”を構成し，その任務は企業の行動・政策をフォP一し，監視
し，告発し，代案を提示することにあるas。
　消費老運動・市民運動は，以上で述べたもののほか，今日では世界的規模で
企業悪や行政悪への闘いの形で進められており，もちろん，わが国においても
その例外ではない。
V．「もう一つのマーケティンゲ」成立の枠組と論理
　L　「もう一つのマーケティング」成立の枠組
　以上に述べたような，オルターナティビズムから出発する「もう一つのもの」
を求める考え方は，当然にマーケティングの分野においても考えられてしかる
べきである。「もう一つのマーケティング」は，AT，　APと同じく，オルター
ナティブ・マーケティング（Aiternative　Marketing－AM）と呼ぶことにする。
その成立へのフレームワークは図に示すごとくである。
　（1）巨大マーケティンノとしての現代マーケティング
　まず，現代の先進工業国におけるマーケティングは巨大マーケティングとし
て捉えざるを得ない。それは，巨大技術，巨大生産に対応したマーケティング
として成立したものである。現代マーケティングは；本質的には「寡占的大企
業の対市場行動」として認識する。これは，やや乱暴な認識がもしれないが，
修飾的展開がどのようになされようとも，本質的にはこの認識で差しつかえな
いと思う。そうである限り，もともとそれは巨大マ’一ケティングなのである。
　この巨大マーケティングが先進工業国の経済発展，軽済成長に果たしてきた
役割はたしかに大きいのであり，ことにわが国の場合はその貢献は顕著であっ
たといえる。しかしながら，巨大マーケテnングは，セルフrアクセラレーシ
（軌
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ヨンともいうべき自己加速の性格をもち，その結果，「消費者のニーズへの適
合」と言いながら，実は，真の消費者のニーズからはるかに先走り，飛び越し
てしまったニーズを勝手にでっちあげ，逆に，そのでっちあげたニーズに消費
者を誘導し，従わせようとする。そして，そのような製品開発をはじめとする
マーケティングが，消費者利益に貢献するどころか，逆にマイナスに作用する
場面がいたるところに現われてきたし，さらに，このような巨大マーケティン
グが，資源・エネルギー・環境との調和を考慮せず，結果として暴力的な環境
破壊の一つの要因を形成してきたのである。
　もっとも，このようなデメリットを，マーケティングだけの罪にかぶせよう
というのではない。それは，巨大技術・巨大生産・巨大マーケティソグの三角
関係において問題とされねばならないであろう。いずれにしても，現代の巨大
マーケティングがいろいろの局面において反省を要求せられ，批判され，再構
築の試みがなされてきたのが，1970年代におけるマーケティング学界の大きな
動向であったことはあらためて述べるまでもない。
　②　巨大マーケティングのリフォーム（改革）
　現代の巨大マーケティングに対するアセスメントは，筆者もすでに1974年に
「マーケティングと人間・社会一危機と打開の方向」として論じておいた⑯。
したがって，ここでこの問題を再論するつもりはない。ただ，現代マーケティ
ングのもろもろのデメリットに着目し，批判し，その修正の道を求めていくだ
けですべての問題が解決できるのだろうか，という点に疑問を持つにいたった
のである。
　現代の巨大マーケティングが悪であるといって死刑に処したり，大きな墓穴
を掘って埋めてしまうといったことは不可能であるし，また，その必要もない。
巨大マーケティングは，巨大マーケティングとして依然として必要である分野
は大きいのである。それは，巨大技術，巨大生産をすべて否定することができ
ないのと同様である。前述の皿一2，もう一つの生産方式のところでも述べたよ
うに，巨大技術，巨大生産でなけれぽできないものも数多くある。自動車，テ
レビ，カメラ，ガソリン，石油化学，板ガラスなどなどである。これらの分野
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では，マーケティソグも巨大技術，巨大生産に対応して巨大マーケティングが
展開されざるをえないであろう。
　このように，巨大マーケティングはその必要性のゆえに否定さるべきもので
はないが，同時に批判の対象となるデメリットの側面は絶対にリフォーム（改
革）されねぽならない。それは，変化する環境，価値観思想，運動から要求
され，プロモートされる。そして，そのリフォームされた巨大マーケティング
が「ソーシャル・マーケティングーSocial　Marketing」であろうと考えるの
である。
　コトラー教授（Philip　Kotler）は，ソーシャル・マーケティングとは，商業的
意味における製品やサービスに代って，もろもろの社会的に利益を供する思想
や主張のマーケティングへのマーケティング・コンセプトの適用であるとし，
主として非営利組織への適用を考えている。したがって，コトラーは，Social：
Marketingが，彼以外の学者によって異った意味が与えられていることに若干
の非難の意を表明しているaの。ここで異った意味とはいわぽ“Socially　respon・
sible　marketing”で，社会的に責任をもつマーケティングということである。
そして，コトラー流に言えば，それはSocietal　Marketingという語で表現す
べきもので，Social　Marketingとは区別すべきだということである。しかし，
筆者はレーザーやケリー・一一教授と同様に，Socially　responsible　marketingをも
含めてSocial　Marketingと呼ぶことはなんら差しつかえないという見解を持
っている。問題は，現代の巨大ke　一ケティングがそのままの形で将来に継続さ
れることは許されないので，いろいろの側面からリフォームされ，そして，ツ
ーシャル・マーケティングとして再生されねぽならないということである。
　2．　「もう一つのマーケティング」成立り論理
　それでは，現代の巨大マーケティングがさまざまの批判の前に立たせられて．
そしてリフォームされ，ソーシャル・マーケティングとしてよそおいを新たに
して登場すれぽ，それでよいではないか，なぜ「もう一つのマーケティング」
が成立せねぽならないのか，という問題に対して解答を与えねぽならない。
　巨大マーケティングが巨大技術，巨大生産と対応するものであり，合わせて
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三角関係に立つものであることは前にも指摘したところである。この三つの
“巨大”三角形は，その発想と基盤において，巨大集中的であり，’r量」志向的
であり，したがって資源多消費型であり，開発優先型である。また，その性格
からして化学・無機型であり，これらを総合すると公害型であり非人間的であ
り，ハードである。そして，地域的には全国的であり，相対する消費者はどち
らかというと無自覚・依存型消費者である（前掲図）。
　ところが，ローマ・クラブやアメリカ政府による「西暦2000年の地球」で予
測されているような21世紀へかけての人類の生存にかかわる危機を回避するた
めに，このような発想や基盤を続けることは，もはや許されないのである。場
合によっては，否定されなけれぽならないのである。しかし，このような図の
左側の①～⑩で示した発想と基盤によって立つ巨大技術，巨大生産，巨大マー
ケティソグは，20世紀，とくに第2次世界大戦以降，急速に進展して今日，不
動の地位を経済，社会の中に確立していて，もはやあと戻りすることは不可能
である。
　しかしながら，21世紀にかけての人類の生存にかかわる危機を未然に防止す
るために，という至上命令の前で，いまやこれらの発想や基盤は一大転換を要請
されるに至っている。すなわち，①巨大集中的は中小（適正）分散的に，②「量」
志向的は「質」志向的に，③資源多消費型は資源節約型に，④開発優先型は環
境保全型に，⑤化学・無機型は生物・有機型に，⑥公害型は無公害型に，⑦非
人間的は人間的に，⑧ハードはソフトに，⑨全国的は地域的に，そして⑩無自
覚・依存型消費者は賢明・自立型消費者へという一連の転換である。これら転
換した新しい発想や基盤（前掲図の右側配列）を，別の新しい列車とみるならば，
巨大技術・巨大生産・巨大マーケティングは，そうやすやすと新しい列車に乗
り替えることはできない，むしろ不可能といってよい。できることは，いな，
やらねぽならぬことは，現在乗っている「巨大列車」の車両編成をできるだけ
縮小していくことと，進行方向において好ましい方向ヘリフォームすることで
ある。そうすると，新しい列車に乗るものは別のものであり，それが，もう’
つの技術であり，もう一つの生産であり，そして，もう一つのマーケティソク
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M．「もう一つのマーケティンゲ」への光
　1．「エコノミー，エフィシェンシー」から「エコロジP－一，エソトロピー」へ
　転換された発想と基盤の上に，もう一つの技術，もう一つの生産と対応して
「もう一つのマーケティング」が成立する。この，もう一つのマーケティング
にいろいろの側面から光をあてて浮かび上がらせ，その姿を明らかにしていく
ことが次の問題であるが，これは大きな仕事なので今後の課題にしたいと思っ
ている。しかし，ここではほんの限られた角度からではあるが，光をあててみ
よう。
　まずはじめに，巨大マーケティングの背景が「エコノミー，エフィシェンシ
ー」であるのに対し，もう一つのマーケティングの背景は「エコロジー，エン
トロピー」だということである。
　巨大V一ケティングの背景は，コスト，収益，合理性，その他の冷徹な経済
のルールと，効率至上のエコノミー，エフィシェンシーが君臨している。とこ
ろが，今日，生産と消費の連繋の基礎にある生態系の存在が明示され，その生
態系が脅威をうけている事実が社会問題となってきた。そこで，これからの経
済学は，社会の生産と消費の関連をこれまでのように商品形態または市場のワ
ク内でのみとらえることをやめ，あらためて自然・生態系と関連させて，した
がって広義の物質代謝の過程としてとらえなおさねばならなくなってきたので
あるael。ここに，エコPジーがきわめて重要な背景として登場してきた。
　もうひとつの背景がエントロピーである。エントnピー（entropy）とは，事
物の無秩序さの尺度であり，もっと端的にいえば，事物の「汚れ」の指標であ
る。つまり，物質やエネルギーの質を表わす尺度がエントロピーであり，秩序
の高い事物のエントロピーは低く，汚染度ないし無秩序さの大きい事物は高い
エントロピーを持つという。したがって，分子の配列が規則正しい結晶構造を
持つような物質のエソトロピーは低く，液体や気体のようにその配列が乱雑に
なった物質のエントロピーは高いことが予想されるag）。エントPピーの概念は，
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熱力学，統計力学で主役を果たすものであるが，それは熱力学第二法則として
次のように述べられる。「外部との間にエネルギーの出入りのない孤立した物
理系ではその状態が変化するとき，エントロピーは変わらないか，または必ず
増大する」。これは，自然界の現象が常に無秩序化への方向へ起こる傾向をも
つことを示すものである。たとえぽ，二種類の気体を同じ容器にいれると，し
ばらくすると気体は完全に混ってしまう。これは二種類の気体が別々に存在す
るよりは，混ってしまって乱雑な状態になってしまったほうが，エントロピー
が高いからである既
　室田武氏は，「人間による生産活動は，絶対的富の消費を意味するものであ
る。熱力学第二法則により，このような消費は不可逆的に進行する。しかし，
この法則は，この進行経路を一義的に指定するものではない。したがって，複
数の経路がありうるわけであって，ごく一般的にいって，技術とは，人間の意
志による絶対的富の消費経路の選択を意味すると考えてよい」eDといっている
が，もう一つの技術・生産・マーケティングは，いずれも，この「絶対的富の
消費経路の選択」とのかかわりあいで登場してきたものである。
　2．　人間経済学の再構築と生命の再生産
　「もう一つのもの一Alternatives」への光のあて方として，次に，人間経済
学の再構築といったことがあげられる。もともと，「経済」の英語であるeco－
nomyは，ギリシャ語のoikonomiaである。オイコス（・ikos）というのは英
語のhouseで家であり，ノミア（nomia）はmanagementであるから，オイコ
ノミアという経済は，management　of　a　householdなのであるen。この，ノ・ウ
ス・マネジメントの「家」は，生活の場であり，生産の単位であり，そして生
殖の場であるという三つの営みが含まれているわけであるが，この三つの営み
がインテグレイトされた典型的なものが農家の営みである。それは本来，〔人
間〕，〔社会〕，〔自然〕が渾然一体となったものである。
　ところが，農業社会が産業社会ないし工業社会に移り’かわるにつれて，〔人間〕
の中からは労働力のみが抽出され，〔自然〕の中からは資本としての土地や資源
のみが抽出され，そして〔社会〕の中からは企業のみが抽出され，エコノミー
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の本来の姿であるハウス・マネジメントの概念は消滅してしまったのである。
農業の生産システムは自然循環のシステムであるが，産業社会における生産シ
ステムは，もはや自然循環とは無縁のものとなり，本来の農業自体でさえいま
や工業化されようとし，さらに現代科学技術の最先端といわれるバイオ・テク
ノロジー（生物工学）の将来においては，窒素肥料を土壌から根を通して植物が
吸収するのではなくて，直接に空気中の窒素を取って生育するような可能性が
考えられ，もはや農業といえない生産が行なわれることも予想されている。
　しかし，今日，エコPジーを重視する立場からは，このような方向への傾向
は非常に危険であり，経済の中に，家というものが持っていた営みを再発見す
ることによって，失われた人間性を取り戻さねぽならない。いままでのような
生産第一主義から，人間中心主義に戻っていかねぽならないのである。
　このような人間経済学の再構築を提唱する一人としての江見康一教授（一橋
大学）は，「生命の再生産」を力説し，それは生理学的な物質代謝と経済学的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　物質代謝を総合的に捉えることだとす　　　　　陣　く除べ・
使うから消費だったわけである。しかし，食べなけれぽわれわれはエネルギー
を獲i得できない。エネルギーを獲得できなければ，働いて生産することができ
ない。つまり，生理的エネルギーの立場から考えた場合と，物質的エネルギー
の立場から考えた場合とでは，ものごとの考え方が逆になるのである㈱。
　つまり，ここで述べた人間経済学の再構築と生命の再生産という考え方は，
前項で述べた，エコノミー，エフィシェンシーからエコロジー，エントPピー
へという考え方とも思想的基盤を同じくして，「もう一つのマーケティング」の
成立へのあてるべき光の一つなのであり，前述の発想と基盤の転換の中の7番
目にあげた「非人間的→人間的」の具現の一場面でもある。
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W．具体的なビジョンと結び
　1．具体的ビジョンとしての地域生産・地域流通
　さて，以上で，もう一つのマーケティング成立への問題をいろいろの角度か
ら検討してきたわけであるが，それでは，具体的にどのような姿となって現出
するかについては明らかにされていない。そこで本稿の最後に，筆者がかねて
提唱した「地域生産・地域流通の進め」を，もう一つのマーケティングの具体
的ビジョンの例として以下かかげる。
　ちかごろ賢明な消費者の口から「スーパーや食品店で売られているもので安
心して買って食べられるものがほとんどなくなった」という声が盛んに聞かれ
るようになってきた。生鮮食品はどうだろうか。豚肉，鶏肉，鶏卵は抗生物質
その他の薬づけで，工場生産のように飼育されたものぼかり。野菜，果物は残
留農薬の危険がいっぱいである。だから真剣に家族の健康を守ろうとする主婦
は，わざわざ遠くまで行って，昔ながらの飼育法による鶏肉や卵を求め，また，
有機農法，自然農法による無農薬の野菜を求める努力をしている。
　加工食品はどうだろうか。厚生省によって指定された食品添加物が，現在
336種類もあって，ほとんどの加工食品に添加物が用いられていて，ある種の
栄養素的なものを除いて，人の健康にとってマイナスである。加工食品産業は
食品添加物がないと成立しないとさえ言われ，要するに企業にとってはプラス
であるが，それを食べる消費老にとってはマイナスなのである。
　このような食品公害の全般について論議する余裕はないので，加工食品だけ
に問題をしぼってみよう。保存料，酸化防止剤，結着剤，膨張剤，殺菌剤，着
色料，発色剤，漂白剤，調味料等々，しかもそれぞれに何十種という食品添加
物が用いられるのはなぜだろうか。なかには加工食品を見た目で美しく見せる
ためのものがあり，そんなものにまどわされて好んで買う消費者にも一半の罪
はある。しかし，多くは大量生産して全国的な販売網に流し，大量流通させる
ためには，どうしても時間がかかるから，そこで品質低下を防ぐためにいろい
ろの添加物が使われることになるのである。中小メーカーもあるけれども，大
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メーカーの場合はこの典型である。
　そこで，この逆を考えれぽよい。生産されてからできるだけ短時間で，理想
的にはその日生産された加工食品はその日に，遅くとも翌日には消費者の手に
渡るようにすれぽ，大部分の食品添加物は追放できるだろう。そのためには，
全国マーケットとかブロック・マーケットといった広域市場は問題にならない。
せいぜい府県単位か，もっと小さい単位の市場を対象とする加工食品メーカー
が全国に散在することが望ましい。そして，その担い手はもちろん中小企業で
ある。消費老が安心して買える「無添加」加工食品を，限られた範囲の地域消
費者のために生産する。これが，まず「地域生産・地域流通構想」の中の地域
生産である。
　次に，それぞれの地域に所在するスーパーや食品店は，右の地域生産者から
直接に，または地域卸売業者を通して仕入れ，生産された日か，おそくとも翌
日には消費者に販売する。これが地域流通である。もとより，この地域流通が
実現しなけれぽ地域生産も成立しない。そこで，このような地域流通を成功さ
せることがぜひとも必要であるが，そのためには，消費者も販売業者もともに
持っている大メーカーの「ナショナル・ブランド崇拝」の神話を打ち破ること
が先決である。なにものにもまして大切な生命と健康を守るために，「ナショ
ナル・ブラソド食品」を選ぶか，無名ではあるけれども「無添加食品」を選ぶ
かの選択に，消費者も流通業者も果敢に挑戦していくことが課題となる。
　この「地域生産・地域流通構想」を推進するためには，中小企業振興の一環
としての見地もふまえて，政府の積極的な助成も必要であろう。また，大手の
チェーンストアが，場合によってはプライベート・ブランド商品として地域生
産の生産者を育成していくことも考えられる。しかし，理想的には中小企業を
基盤とするボランタリー・チェーンなどがそのにない手として登場することが
望ましい。
　2．結　　び
　「もう一つのマーケティング」は，その発想と基盤が，中小（適正）分散的，
「質」志向的，資源節約型，環境保全型，生物・有機型，無公害型，人間的，
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ソフト，地域的，そして賢明・自立型消費者を前提とする。その具体的ビジョ
ンとして前項に述べた地域生産・地域流通構想をみても，決してはなぽなしい
ものではない。むしろ，きわめて地味である。巨大マーケティングにおけるよ
うなカヅコよさもなけれぽ，次元も低いようにみえる。巨大マーケティングが
難解であるとすれぽ，もう一つのマーケティングは，やさしくて理解しやすい。
だが，だからといって学問としてレベルが低いと考えてはならない。そうでは
なくて，健全な人類，人間社会の未来のために，巨大マーケティングがリブォ
ームされたソーシャル・マーケティソグと調和して成立するもう一つのマーケ
ティングをいかに形成していくかが，今後に課せられた大きい課題ではなかろ
うかと思う。
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